
「エネルギアグループ知的財産報告書（2026 年）」の概要 
 

１． 中国電力グループ知財戦略基本方針 2040（3～8頁） 

● 「中国電力グループ知財戦略基本方針 2040」の概要 

「中国電力グループ経営ビジョン 2040」の実現に向け、『知の深化』による   

エネルギー事業の進化と『知の探索』による地域・社会課題解決に向けた新たな

事業の創出という「未来を見据えた、両利きの知財活動による価値創造」を   

目指します。 

そのための取り組みとして、知財ポートフォリオ構築、知財人材育成、        

知財リスクマネジメントを基盤とし、「未来を描く」「ビジネスデザイン」「共創」

の３つのプロセスをエンジンとした知財を活用した価値創造を推進していきます。 

 

● 知財を活用した価値創造への取り組み 

価値創造ストーリー策定の推進、３つのプロセスにおける取り組み（未来を描く

視点やビジネスデザインなどのワークショップ、共創の場づくりなど）を紹介 

２．研究・開発と知財活動の推進体制（9頁） 

● 事業戦略、研究・開発戦略および知財戦略を三位一体で推進するための体制 

３．特許の価値の定量的評価（9頁） 

 当社保有の特許技術が関係したコスト低減額に特許の寄与度や排他独占性を 

加味して評価した額 

４．【活動報告】「EnerGia IP※ Activity 2025」（10頁） 

特許出願・登録件数推移、新規発明者数など、知財活動を通じて創出された知的

財産の実績に関する定量的なデータ 

※ IP：Intellectual Property（＝知的財産） 
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